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福岡県の最東端

＜人口＞ ７，０６２１人

（令和7年10月31日現在）

＜面積＞ ６２．４４㎢

＜森林＞ ６２％

平成17年
新吉富村と大平村が合併

平成29年（令和8年まで）
第2次総合計画策定

令和2年
第2期上毛町まち・ひと・しごと創生
総合戦略

目標：「2040年人口 10，000人」

福岡県築上郡上毛町
（ふくおかけんちくじょうぐんこうげまち）



【定住ゾーン】
住宅地及び都市基盤等関連の土地利用の
誘導配置を行う。 住環境に商業施設や教
育・文化施設・福祉施設、公共施設等町の中
心施設を配置

【交流ゾーン】
東九州自動車道上毛PA・SIC、国道10号線を
活用することで交流人口増加が期待でき、
「上毛の顔」と位置付ける地域。

【里山保全ゾーン】
良好な景観、自然資源、文化伝承の観点か
ら重要な地域として保全に努める。

【新産業導入ゾーン】
企業誘致を積極的に進める地域

【優良田園住宅ゾーン】
優良農地の整備及び地域の集落の生活環
境基盤の整備

第2次上毛町総合計画における土地利用



ループアリーナ建設の経過

体育館建設に向けた検討委員会、プロジェクトチーム設置（平成30年度）

【基本コンセプト】

①定住人口増加につなげる体育館整備

②生涯スポーツを推進し、地域コミュニティを醸成する「体育館」

③災害に強い「体育館」

【上毛町立体育館（仮称）建設基本構想】

上毛町立体育館を定住ゾーンにおける生涯スポーツの拠点として位置付け、また、福祉の
拠点である「げんきの杜」と一体的な配置とすることで魅力あるゾーンを形成し、この一体的
な配置により誰もが気軽に集え、高い耐震性能を備えた地域コミュニティの拠点とし、健全な
心身と地域を育む体育館整備を行います。



ループアリーナ建設の経過

令和元年４月 設計者公募（公募型プロポーザル） 応募６社

令和元年６月 第一次審査（書類審査）

令和元年７月 第二次審査（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ）㈱NAP建築設計事務所（中村拓志氏）決定

令和元年８月 基本設計業務スタート

令和元年９月 懇談会設置（関係団体・町民等の意見を基本設計に反映）

令和 ２年５月 実施設計業務スタート

令和 ３年８月 建設工事スタート（令和5年6月竣工）

令和 ４年４月 指定管理者募集 3団体応募「シンコースポーツ・日本管財グループ」決定

愛称募集 286作品応募「ループアリーナ」決定

令和 ５年８月 供用開始



ループアリーナの概要
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ループアリーナの管理・運用体制
■指定管理管理期間 2023年8月～2034年3月（10年間）

■年間指定管理料 60,000千円

■業務実施体制（JV）

〇運営業務：シンコースポーツ九州株式会社

総括責任者（館長）１名 運営業務責任者（副館長）１名

運営従事者（受付責任者１名、トレーニング部門責任者１名）その他運営従事者（アルバイト７名）

〇維持管理業務：日本管財株式会社

維持管理責任者 １名 維持管理業務従事者（清掃） ２名

■指定管理期間中の役割

①定住ゾーンにおける生涯スポーツの拠点施設としての機能発揮

②町施策との連携・協力体制の構築

③社会体育施設としての役割



ループアリーナの利用状況
■利用者数について

施設利用者推計 計171,758人

R5年度48,086人 R6年度80,604人 R7年度43,068人（R7.10末現在）

■体育館内居室（トレーニングルームは除く）町内外の割合

R5（町内68％、町外32％） R6（町内76％、町外24％）

■年齢層や利用目的（競技、健康づくり、レクリエーション等）

・定期利用 町スポーツ協会に加入する４団体６０名程度

町外のスポーツ団体４団体７０名程度程度

・その他利用 各種スポーツ大会 １１大会 3,540人

レクレーションやイベント等 ５団体 1,780人

保育所が行う運動会 7回 1,300人



ループアリーナの利用状況 （指定管理者自主事業）

■管理者が自主開催イベント

令和５年度 ３回 2,995人 令和６年度 １８回 9,958人

■各種教室の開催（全20教室）

令和５年度 1,829人 令和６年度 1,872人

■その他利用者増を目指し指定管理者が主に取り組む内容

１．物品販売について

◎ノベルティグッズの販売（販売収入増と施設ＰＲを図る）

２．施設サービス増の取り組みについて

◎施設見学システムの構築（見学ＤＶＤの製作、案内サービス、お土産品販売）

◎合宿誘致システムの構築

３．宣伝広告について

◎ホームページ（デジタルサイネージ）の改良（予約システムの構築）

◎イベント時期にあわせた宣伝広告（町内外に問わず、広い周知）

◎企業や学校施設への施設案内（直接訪問して施設ＰＲやチラシ配布）

◎町事業も含めたイベント時や施設視察時での施設ＰＲ



ご清聴ありがとうございました
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